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◆本件のポイント  

・山陰研究交流会では、毎月 1 テーマずつ、地域研究の成果をわかりやすくご紹介しています 

・江戸時代後期の女性が学問や文芸に高い関心を持っていたことはよく知られていますが、そう

した女性が三都（江戸、京都、大坂）だけでなく、出雲にも存在したことがわかりました 

・和歌や雅文といった形式（型）の修得が、通常の記録には残りにくい感情や家族への思いを写し

留めることに繋がっていました 

 

◆本件の概要 

2025 年度山陰研究交流会を開催します。毎月 1 テーマずつ、地域研究の成果をわかりやすく

ご紹介していきます。11 月は野本瑠美准教授(法文学部)が「幕末大社のうた詠む夫婦―手錢有鞆

とさの子の文事」をテーマに発表します。 

江戸時代から続く出雲市大社町の旧家・手錢家には多くの文書、美術品、古典籍が残されていま

す。本報告では、幕末を生きた手錢家七代当主の有鞆と妻さの子の文芸資料に着目し、二人が残

した書簡や雅文作品、和歌、狂歌をもとに、当時の文芸活動の様相や作品から垣間見られる夫婦の

日常を紹介します。 

 

◆概要内容 

【日    時】2025 年 11 月 26 日(水)  16:00～17:30 

【テ ー マ】幕末大社のうた詠む夫婦―手錢有鞆とさの子の文事 

【発 表 者】野本 瑠美（島根大学法文学部・准教授） 

【開催方法】Zoom によるオンライン(要事前申込み) 

 

◆本件の連絡先 ※[at]は＠に置き換えてください 

島根大学 法文学部 山陰研究センター 

電 話：0852-32-9833 / メール：admin-src[at]soc.shimane-u.ac.jp 

案内 HP: https://www.src.shimane-u.ac.jp/docs/2025091700019/  

 

 

 

 

◇その他  

取材につきましてはミーティング URL をご案内いたしますので連絡先にご連絡ください。 

開催前日や対面での取材につきましても対応いたします。 

 

 

【添付資料：  あり（ 1 枚 ） 】 

山陰研究交流会 

「幕末大社のうた詠む夫婦―手錢有鞆とさの子の文事」開催 
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